




















要約：通学時間や手段も含めて児童のライフスタイルが健康にどのような影響を与えてい

るかについて検討するため、首都圏の小学校 7校においてアンケート調査を行った。その

結果、通学時間により起床・睡眠時間や帰宅後の遊び時間などの生活時間が影響をうけて

いる実態が明らかになった。また、通学時間が 60 分以上の場合に不定愁訴量の増加が認

められた。


